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今月の文化財探訪は、東根
ひがしね

（旧南河内町地内）に所在す
る「東根

ひがしね

供養塔
くようとう

」です。
この供養塔は、高さ177cmにも及ぶ凝灰岩製

ぎょうかいがんせい

の宝塔
ほうとう

で
円柱状の塔身部分には、阿　如来

あしゅくにょらい

、宝生如来
ほうしょうにょらい

、阿弥陀如来
あ み だ に ょ ら い

、
不空成就如来
ふくうじょうじゅにょらい

の種子
しゅ じ

（仏を梵字
ぼん じ

一文字で表したもの）が刻
まれています。その下には、造塔の趣旨などを記した銘文

めいぶん

が刻まれており、大檀那佐伯伴行
おおだんなさえきともゆき

という人物とその妻が、
亡父と在世の母の菩提

ぼだ い

のために、元久
げんきゅう

元年（1204）12月
18日にこの供養塔を建てたと記されています。
この佐伯伴行がどのような人物であったかは、わかって

いません。しかし、寺などに対しての多大な寄付行為を行
うことができる人物を示す大檀那と表記されていることから、相当な力を持った人物であったことが想像で
きます。東根付近は、平安時代末から中世にかけて下野国南部地区（現小山市付近）に大勢力を築き上げた
地方の有力武家小山氏

お や ま し

の勢力圏と考えられています。この小山一族には、
佐伯氏と名乗って勢力を振るった一族がいることから佐伯伴行は、この一
族の一人ではないかと考えられています。
この供養等は、県内に現存する年号が刻まれている宝塔のうちでもっと

も古く、昭和38年8月に栃木県有形指定文化財に指定されています。長年
風雨にさらされ判読が困難なため、昭和58年に覆屋

おおいや

によって保護を図っ
ていますが、主要地方道栃木･二宮線の旧道沿いに所在するため、いつで
も見学することができます。
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問い合わせ先

下野市教育委員会
文化課文化財係

152-1120

次回は「小金井一里塚」を探訪します。
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しもつけ市民芸術文化際2006
協賛事業のお知らせ

◎11月11日（土）
社交ダンスチャリティーショー
前売券1,500円（当日券1,800円）を発売しています。
むつみ会（久保田巻男代表144-0335）までお

問い合わせください。
■場所／聖武館
■時間／午後6時30分～9時

◎11月18日（土）
市民将棋大会
11月10日（金）締切で参加申込受付します。

参加費は1,000円（昼食付）です。国分寺将棋愛
好会（石嶋周三代表144-1061）までお問い合わ
せください。
■場所／国分寺公民館
■時間／午前9時30分～午後4時30分




